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第 1 章　緒 　言

　 　　 　 　 　 　 佐 々 木 計 助 致 授 ）

− 　 Tokuichi 　 MocmzuKI

　 尿 は生體に 於 ける代謝 の 終末物質 で あ り，此 の

性 状 の 變動 を通 じて ， 體内 に 於 ける種 々 なる現 象

を檢討 し觀察す る こ とは ， 物質代謝研 究 の
一

つ の

重 要 な る方 法 で あ る と考 え る．凡 そ生 體 の 生活 現

象は闇斷な き圓滑 な る 物質代謝に よ り維持 せ られ

る が ， それ に は 幾多の 生理 ， 生化學的 の複雜 なる

過程 を經 なければ な らない ．此 の 過程 の 中， 何 れ

の 箇所 に 異常が 起 つ て も，代謝 に は相應 の 影響 を

與 え る．而 して 妊娠，分娩，手術的侵襲が生體の

部分的現象 で は あつ て も， 生 體の有機的現象か ら

隔別 され た もの で は 勿論 あろ う筈が な く， 生體 に

大 なる影響 を與 える で あろ うこ とは 容易 に 想像せ

られ る所で あ る．

　先 に 正常性週期 1），卵集機能異常例 の 性週期 2）

に 於 ける尿 Vakato （o） 沃度酸値係數 につ き， 排

卵期 に 一致 して尿 Vakat −O （・） 沃度酸値係 數が上

昇高値 を示 す事 實を發表 したが ， 更に 妊娠 ， 分

娩 ， 及 び婦人科手術時 に 於 け る生 體 に加 え ら れ た

侵襲 の 代謝 に及 ぼす影響 を觀察せ ん とし， 尿 Va −

kat−0 （o） 沃度酸値係數 （以下 ， 0 ！K ）を檢討 した ．

　 Vakat −O （。） （以下 ， 0 ）とは 尿 中に含 まれ る不

完 全酸化物 を濃硫酸酸性 で 完全 に酸化 し， それ に

要 す る酸素量 を意味す る．師ち Vakat −0 は尿中

の 不 完全酸 化物 の 概量 を表 わす ．或 る環境下 に 於

て生體が受け る或 る種 の外力が大 きい 程，生體の

酸 化機能 は障碍をきた し，尿中 の Vakat −0 は増

量 する と考 え られ る．

　尿沃度酸値 （以下 ， K ） は尿中 の 不 完全酸 化物

を稀硫酸酸性で 酸化 する． 部ち 極 く輕 度 に 酸化

し，これ に 要する酸素量 を意味する． こ れ で酸化

され る物質 は限 られて い る．Protein，　 Pepton 檬

物質 （こ れ らは 副腎皮質外層 の 機能 亢進 に よ り排

出増加 する と言 われ て い る ）及 び尿 酸 ， Urochr −

om
，
　Urobilin

，
　Urobilinogen

，
　Bilirubin ，　Tryp −

tophan ．の 中間代謝物質等 （こ れ らは副腎皮質 中

層の 機能亢進 に よ り排出増加 す る と言 わ れ て い

る ）で あ り，西風
3） は 副 腎皮 質の機能 と密接 なる

關係 が あ る もの と考 え ，

・！K 一麟

鰭韆驫 鑠警
の 減退豪

を考案 した ，

　私は正 常妊娠 153例 ， 正 常分娩 20例，・妊娠中毒

症患者 の 分娩 5 例 に つ き， 分娩所用時間，出血 量 ，

尿比 重測定 とともに分娩開始時 ，分娩終了直後尿

及 び産褥 5 日〜17日聞 の 早期起床時尿 に つ き連續

的 に 0！K を観察 した ．又手術的侵襲の 症例 と し

て妊娠 2 ， 3 カ 月 の 人 工 中絶 18例 ， 婦人科 的開腹

術施行 17例 ， 腎摘串術 を施行 し た 3例 に つ き ， 手

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1000− 38 産婦 人科 領 域 に 於 け る 尿 Vakat −0   沃 麼 酸 値係 數 日産婦 誌 9卷 9號

術前及び手術後 の 0 ！K を時 間的經過 と ともに 觀

察 し興味 ある變動 を認め た の で 報告す る．

　　　　　　　　第 2章 　文獻概觀

　西風 の 報告に よ る と ，
OtK は 正 常 時 に於て 略 it一定

値 （2G前 後 ） を示 し．疾 病 ，飢 餓，極端な 榮養型 式，手

術的侵襲等 の 場合 に 常 に 上 昇す る こ と を 認め て い る ．

OfK 測定 の 實際 に當り最 も困難を感 じる 試藥 の 作成並

び に實驗方法
生｝516 ｝ に つ い て も 逐 次 報告 され てい る．岩

田， 齋藤
η は 肺結核患者の 尿 に つ い て O ， K を同時測定

し正常人 に 比 し0 ． K と もに 結核症特 にそ の 重症 の も の

に お い て低 く， 且 つ 減少は K に著明 な りと報 じて い る．

中 山 等
S｝ は 結核症 に つ い て，K 及 び 尿 燐酸値の 低下を報

じそ の 相 關性 に つ い て 論 じて い る ．岩 下 9） は 健常 成熟婦

入の 正 常性週期 で は 0 ／K は例外な く中間期 に 上 昇 を認

め 1 〜3 日 後 ， 突然下降す る傾向を認め排卵期を 推竃し

て い る．吉屠
o）は 01K が 月 經 開始 直後及 び 終了直後 に

著明な る土 昇 を 認 め て い る。

　 0！K と
一

連 の 闕係をもっ 尿炭素商　Kohlenstoffquo−

tienten （以 下 ，
　 CtN ），尿酸化商 Harnoxydationsque −

tienten （以下 ，
　 OtN ） の 研究業績 が 古 くか ら發表 され

て い る．

　生體内 で 凡 て の 有 機物質が 完 全 に 酸 化 さ れ る とす れ

ば ， 窒素 を 含 ま な い 物質は CO2 と H20 とに 分解さ れ

る ，合窒 素成分は CO2 ，H ，0 及び 尿素 と分解 さ れ ， 生 體

内に 分解された 含窪素成分 の 量 は 尿總窒素量 よ り推知 し

得 る が ， そ れ が どの 程度酸化 さ れ た か，殊 に 窒素 を含ま

な い 成 分 の 酸化程度は 知 る こ とは 出來 な い 。ζ二の た め 尿

中炭素排泄 量 を測定 し， こ れとの 比 ， 即ち　c1N に よつ

て 酸化程度 を研究 した Rubneru ）の報告が あ る．氏 に ょ

る とCIN は個人碧 が あ りe 叉 同
一
個體でも榮養方式が

一

定な 時 1・a の み一定値を示 し ， 犬では 飢餓時に 最 も高 く純

肉食時 に最低の 値 を 示 し た と報 じた 。

　 Mtiller12｝ は 中 間代謝産物 が 完全 に酸化 さ れて 終末産

物 とな る ま で に要す る酸素量 を測定 して Vakatsauers ・

toff と呼 び N との 比，　 N ！0 を尿酸化商と名づ けた が，

Bickeli3）2：　CIN との 比較．L ，
0 ！N を尿酸化商 と した ．

　Frank 　 u ．　Trornmsdorfti4 ） もCIN ，01N に っ い て 榮

養方式の 關係あ る こ と を述べ ，
A ．　Bicke1L51は Vitamin

敏 乏時 に 酸化不完全 な 炭素 が 尿中 に 排出増加 して CtN

の 上 昇 す る こ とを 認 め．Dysexydative 　 Carbonurie

と呼ん だ．叉 01N は各個入が一
定 の 食餌を 躡取す る場 合

に ， 同
一

人 に つ い て 略 it・一定の 値を示 し生體 が 酸化不 完

全 にな る とOiNe：上 昇 し， 病的代謝の際も食餌攝取量 を

一
定 に す れ ば ，

0 ！N を測定す る方法を 用い 得る と結論し

て い る ．　 A．Bock16 ｝ は妊娠 2 カ 月 ， 3 ヵ 月の 妊婦尿 に

っ きCIN を測定 し，封 照婦人 の CIN ＝ O．85よ り高値を示

した 結果 を報 じ，H ．　Lcwini7 ） は 5名 の 婦入 の 月 経開 始

直前 に 不完全酸化物が 増加 し 01N の 著明な 一L昇を認め

た．金 井
ls、は 飢餓現象 を伴わな い 時 の 蛋白過剩食は尿

CIN ，　CN は 下降し，蛋白極少の 状態で糖質 ， 脂肪 の 過剰

は 兩比 率 を 上 昇 せ しむ る と報 じ ，
Grapentintg ，，　 Mach −

nitzky20 ） もヲ ッ テ を 用い て 同様な 結果 を報銭て い る．

齋藤
21 〕は 01Nが乳兒に お い て 特に 低 く， 9〜14歳 に お い

て 最 も高率 を示 した 事實 を，こ の 期 が 日本 人 の 思 春期發

育促進期 に 該當し，所謂 Hormonal 　Entwicklung と

の 關係 と し發育に 特有な 物質代謝過稈が 身體外形の 最も

顯著 な發展を示 す年齡階程 よ りもむ しろ 先行 して早期 に

活溌 に行 わ れ てい る もの と結論 して い る。高井Z2 ）は成人

9名 ， 小 兒 6名に つ き O ／N を檢 し， 成人の 0 は乎均 21．6

43， 小兒平均は 4．665，
01N は 成人 平均 値 1。質 6，小 兒

平均 値 1．2G5である と報 じ，大野
23）：41は高熱作業時 に於

ける 01N を檢 し ， 尿 量 との 相 關性 に つ き論 じ， 叉汗 に つ

き 0 ，K とも に發汗初期 に 高 く發 汗 の 増す に した が い 減

少 し，
OIK は 116’−391の 間で變動 し發汗量 と全 く正相關

す る と報告 して い る．齋藤 は妊娠各期及 び産褥時の 0 ！N

を 檢べ ，OtN の 上昇は 8 ヵ 月以後であ る と し ， 分娩後

01N が減少 し後再び 増加す る もの が 多 く，分 娩 後數週間

は 相當高値 を示す と報告 してい る．

　西風 は 0 ！N が食餌罎 販量 を
一
定 に す る も從來云われた

如 き結 果 が 得 られず ， 近野
25）

， 西 垣
z6 ン，古武

ZT ）等の 行つ

た 血 清沃 度 酸 値 が 0 と同一原 理 な る こ とを知 りK を測定

しOIK と した．

　　　　第 3章 實驗方法並びに實驗材料

　 0 の測定法

　試　藥 ：

　 1） 飽和硫酸銀溶液

　硝酸銀ヱT9 と無ゴ（硫酸 ソ
ーダ 49 を 水 に別 々 に溶 か し

兩液を混 じて 得た 白色 沈澱液 （硫酸銀） を 4 〜昌囘水洗

（磆酸を 除 く） した る後得 た 沈澱 に 水 を 加 え ll とす

る．

　 2） 酸化劑

　稍酸銀10g ， 重 ク P 一ム 酸カ リio　9 を夫 R 少量の 水 に

溶 か し，兩液を 混和 し重 ク ロ ーム 酸銀を 析出す る．遠心

して そ の 沈澱 を 水に て 洗 うこ と 7〜 8 囘繰返 した る ec　k ・

澄液 を除 去 し，更に 10g の 重 ク P 一ム 酸 カ リを追加 し濃

硫 酸 を加 え て 11 とす る の であ るが ． 直接濃硫酸を加え

N 工工
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て は 重 ク ロ ーム 酸 カ リの 溶解は 至 難 で あ る の で．fU・IQcc
の 水で溶 か し た 後濃硫酸を加えて一晝夜放置後俊用す

る．

　 3）　N110チ ォ硫酸 ソーダ

　 4）　15％ ヨ
ー

ド カ リ液

　 5）　　1％澱粉溶液

　 實施方法

　 原 尿 1 じc （比 重1015〜1045の も の は そ の ま ま使用 ，

1015以下は 2cc と り1045以 上 の もの は稀釋す る．尿中に

蛋 白 の 存す る 場合は 同量 の 飽 和硫酸 ソーダ液 を 加 え ，

煮沸除蛋白後使用す ） を磨合試驗管 （2c 田 × 20cm） に と

り，飽 和 硫酸銀5c 。を加 え C1’を鹽 化 銀 と して 沈澱 させ

’
次い で酸化劑10ccを加 え 混和 し ， 温浴 中 （98

°〜1   ℃ ）

で 1時間加温酸化す る．冷却篋内容 300ccの 三角コ ル ベ

ン に 100ccの 水で定量的に移 し， ヨ ードカ リ液 （15％ ，

5cc ）を 加 え，1 ％澱粉溶液 を指示藥 と し て ，
　 Nt1  チ th

硫酸 ソーダ で滴定 す る．こ の際 の 化學變化は 次の 如 くで

あ る．

　 K2Cr207 十 4H2SOe → K2SO4 十 Cr2（SO4）3十4H20 十 300

　 K2CrzOr 十 7HzSO4 十 6KJ → 4　K2SO4 十 Crz（SO4）s 十

　 7H20 十 6J

　 2J 十 2Na2S20s → 2NaJ 十 Na2S406

　 計算法

　 上 式 よ り滴定 に 要 した tNfl   チ オ硫酸 ソ
ーダ の 使用量

か ら換算 して ， 酸化劑 の 酸素 の 消失 量 を算出す る．

　 尿 1co中の O ＝ （b − a）XO ．8

　 a ：N110 チ オ 硫酸 ソ
ーダの 使用量

　 b ：
’
盲試驗

　 K の 測定法

　 試　藥

　 1） N ！25沃度酸カ リ液

　 2）　 1 ％硫酸

　 3）　 5％ SU　一一ド カ リ液

　 4） N125チ オ 硫酸 ソーダ

　 5）　 1 ％澱粉溶液

　 實施方法

　 同
一

尿 1cc ，　N125沃度酸 カ リ液 5co と 1 ％硫酸10ccを
硬 質試 驗 管 （3c皿 X20cm ） に と り ， 二 重水浴 中 （92

°O前

後 ） に 30分間加温 した る後，冷蛸しヨ ードカ リ液 （5
％ ，1cc） を 加 え，1 ％o 澱粉溶液を指 示 藥と して NV25チ

オ 硫酸 ソ
ー一

ダ で滴定す る ．こ の 際の 化學變化 は 次の 如 く
ー’
であ る．

　 2KJO3 十 H2SO4 → K2SO4 十H
，O十 J，十 50

　KJO3 十 3　H ，SO4 −1− 5KJ → 3K2SO4 十 3H20 十 6J

　 2 」十 2Na2S203 → 2NaJ 十 Na2StOG

　計算法

　上 式 よ り滴定 に要 した N125 チ オ硫酸ソーダの 使用量

か ら換算 して．KJOs の 酸素の 消失量 を算出する．

　尿 1　CC 中の K ＝ （b−−a）× O。26T

　 at 　 N125チ オ硫酸 ソ ーダ の 使用量

　 b ：窟試驗

　實驗材料

　當院産科婦人科外來患者 171名， 入院患者42名 ， 及び

當院泌尿器科入院患者 3 名 の 尿に つ い て 行つ た。

　　　　　　　　第 4 章　實驗成績

　第 1 節　妊娠 ， 分娩 ， 産褥時の 0 ， K ， 01K植

　妊娠 ， 分娩が生體の 物質代謝 に如何に 影響 す る か を

01K に っ い て檢討せ ん と レ．正 常妊娠 153例 ， 及 び 正 常

分 娩20例，1血堅上 昇，尿 蛋 白，浮腫を 認め た躯娠崢 毒 症

患者の 分娩 5例 （い ずれ も 分娩經過は正 常） に っ き芬娩

開始時 ， 分 娩終了直後尿．産褥第 5 口〜第 17日ま での 早

表 1　 妊 娠 各 月 數 の 0，　1〈，0 ！K 値
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1004−− 42 産婦人 科領 域 に 於 け る尿 Vakat −0 （o） 沃康酸値係 數

表 　 XI

平常例の

平 ・櫃
ok ％ 覊瑠 oK ％

分 娩
肉蜷時

1Zσ80．4222285 蘿 寺
丁2・48

「
0．42722 伍 2

一．「

潔掛 6，46
産 轡 ∫2．420

．48590

．547333

．922

．7 轢 ｛
・0．3097

α4アア956

．22

θ．8
　〃
2 日 12，30o ．520823 ．6

　げ厂
2　日 ∫0．160 ．409224 。β

　”
3 日 lz．66o ．4午2635 ．9

σ
日

12．臼 0．453926 ，4
　〃
4 日 1ゴ．44．o．42σ527 ．1

　〃
4　日 16，80 θ．520632 ．2

　”
5 日 10．92o ，408526 ．7

　F’
5 日 153 ヲ o．544429 ．3

　〃
6 日 、12．∫4o ，504524 ，0

　σ
6 日 14．2β o．4672’30．5

　〃
7 日

12．4θ 0．6痢 20．7
　々
7 日

ゴ3．26o ．400533 ．8

産褥の戰 ・∫2，ア5 ρ．5013 、25．4
”
日 1幺．740 ．453弓 26．7

　〃
9 日 11．440．2q3736 ．9
　”
チOEI1 彳θ．84o．440524 ．6
　〃
門 日 ア．9・6o ．3z382 コ。2
　〃
72日　〃
f3巳

fO．741
σ．32

σ．57620
、コ4アf20

．β
2彳．7

　〃
得 日
　ク
f5日

“2 σ

望．f2o

．32昭
0。4σ0527

．ぢ．

22プ
　9
プ6日 謬3．040．32044 σ．6
　〃
77日 2f．60・f．047320 ；7

鰰 均 12．51 偲 56ア 27．3

　K の み を 觀察す る と ， 表 1Vに 示 す如 く， 特有の 變動を

認め な か つ た．

　妊娠中毒症の 5例の 場合に 於 て も ， 表 V に 示す 如 く．

正 常 分 娩と同様な傾向を示 した 。

　正 常分娩20例，妊娠中毒症 5例の O ，K ，
0 ／K の平均

値を表 V［に 示す と， o 及 び 01K は 兩者 と もに 分 娩 直 後に

上昇高値 を 示 して い る．中毒症例 にの み K が低下の 傾向

を 示 し た ．

　産褥時に於 て は表 豆〜表 W に 示 した 如 く， 正 常 分 娩 ，

妊娠中毒症兩者とas　O は分娩時 よ り速 か に 下降 し．　K は

務値 を示 し，OIK は 平常値に 復 して い る．

　鎗 2 節　手術時の 0 ．K ，01K 値

　 A 群 ：無痲醉 にて妊娠 2 ， 3 カ月の 人 工 妊娠中絶 （掻

爬）術 を 施行 した 例 に 於 て は表 W （イ）に 示 す如 く ，

　術直後の OtK は 5例中 2例 に 上 昇を認め た．

　 B 群 ：靜脈痲醉剃ラ ボ ナ
ール を使用した 妊娠 2 ， 3 カ

月の 入 工 妊娠中絶 （掻爬）術 に 於 て は 表W （ロ ）に 示 す

如 く s13 例 rl，i　9例 it　OIK の 上 昇を 認めた。

　 C 群 ：婦人科疾患 で開腹手 術 を 施行 した 17例に 於 て は

術前 ， 術直後 ， 及 び一
部の もの は そ の 後 の 時間的經過と

ともに 01K を測定 した，

表 冊 に示 した 如 く， 術直後 の O ／K は 15例中1 例 に 上昇

を 示 した．

日産婦 誌 9 卷 9 號

表w 　人工 妊娠 中 絶 手 術

（イ） 無 麻 酔 例

氏　名 手 術 前 手 術 后 蜂娠 月敵

了 銭rQ 辮 キ689ゴ鼻　
κ

74．早 3カ月

2 ○ 　 田 癩 鞍 9｛軅 4ヱ442 ・
　　乳

3 石　 o 齷52』1ら31．67『，5 誹28．2臼 2 〃

4o 　 間 鰭1粧鰭 鴨・

35
』164 ・9ゴ

　 651932

〃

2 ・
5 佐 　o 鰤 函θo一呂9

（囗） Ravona 「静，脈 内麻 酔 例

氏　 名 手 術 前 手 術 后 Rαレθ脇瞳 妊娠目数

7 土 　 o1 嚥 22．1212・卿24．a2 α33 ヵ月

2o 　海 ｛・仲 獅 150ρ3o ．32 〃2彳363
εヨ53 村 　○ 5島繍 踊 御

155
尋30 ．32 ウ

4 ○ 　藤 樋 “20．975稲 1コ0560 ，33 ・

5 杉　O ，軸4ア94ヱ・
　 し ア6．790 ．32 ・

6 ○　島 1・」489 唖 鴎 53430 ．33 ・

7 青 　 o 層n似 43．4 品 軸　， 60．720 ．33 ・

θ o 　本 o貞　匙 1蝉 呂讌 〜66，660 ．33 〃

9 平 　○ 3．麗 3．14罎 89．880 ．3 課

fO ○　窪 磯 1

汎b23．1∫5『 18．350 ．52 カ月

11 宮　 o 偽 邸26．％ o彪緬314、9呂 0．52 ・・

12 ○　 内 、魁
・
s陵 マ5．8811頗　q62920 ．32 パ

｛3 千　 ○ 「・鮮 6691 ∴
．蟻6ノ．420 ．33 ・

　以 上 各群の 結果か ら見 て も．西風 の 報告 の 如 く手術 的

侵襲の 直後 に OIK は
一

様には上昇高値を示 さ ず ， 術後 の

時間的經過 とともに測定 した 01K に っ い て も一定期間後

上 昇す る傾向を示 した ．依つ て 以上 3群 の 場合 よ り更に

手術的侵襲が大であろうと想像 さ れ た ，腎 臓 結核 で 腎摘

出術 を施行 した 症例 に つ い て 01K を測定 した．

　D 群 ： 腎臓結核 に て 腎 摘出衛 を行 つ た 3例 「tCつ い て 術

前 ， 術直後 ， 術後の 時間的纒 過 と ともに 測定 した 01K は

表】Xに 示す如く t 術直後の OtK は 著明な 上昇傾向は 認 め

られ ず，術 後の 經過は C 群 と同様
一定期間後に上昇傾向

を示 して い る．

　　　　　　第 5章　總 揺並びに考按

　第 1 節　妊娠 ， 分娩 ， 産褥時

　1） 妊娠時 に於 て は ， 0 ，K 兩者 と も妊娠月數の 進む

に つ れ て 直線的に 稍 辷低値を示す傾向に あ つ た ，從 つ て

妊娠各月の 0 ！K 値は正 常値 （30前後）を 示 し，特定の 變

動を
’
認め得な かっ た ．

　 2）　分娩 時 に 於て は ， 正 常分 娩 ， 妊娠中毒症 とも01K

は上昇高値 を 示 した ．特 に 0 の 増加 が 著明であっ た．K
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表 糎 　開 腹 手 術 例

氏 名 手 術前 于術潼后 塒 圃后 2時直后 4時同后6時鮖 呂時騙 1蝎 向后 ｝2時蛎 14E稱 后 鯖 回后 疾 病 名 手術術式
腰 痲
ア
コ
1「1煽

手 穂
時 冏

1　 松 o 【脚 刪 聯 2鰤 慢糶 菖炎驪卿 騨 1，630 分

2i長 OllI 轍 5黠 聯・3囗．ヨ3 脅跫佐 実　 残

巨大卵 雌 臼 潔睡臨 154 θ〃

3 匪 ○ 田 轍 ・瑯 物 餌％ 予 宮筋 腫 冒樫箇 　民1．860 〃

4 岡　 ○ 辮 5謂 鞠 珊
i

卵皸 様嚢腱両衡1睇切繭 ア．84 ア〃

5 ○ 　 田 黝 142聯 踟 5 子官筋腫 齷螂 跏 苛 1，550 “

6 久 ○ 野 聯 脳 噛 1亭．ア1燃 1乱57 子宮后屈泣
1Al
勲 蒲 1．5 アo 。

ア 笠 　o 縣麟 採 尿 不 能 、』黥44斜 儷 （囎 離蕪
宮

「．550 “

β o 　木
Ll

』
：紅醐 」 ，劃薩 温 71嶷、

71，16轍 7鼎 卵巣嚢腫
右葡鯲ヒ刀瀚
1ごκ齟 fき 有

1．β 45〃

9 細　C 號伽 臨」u 鯉蕗 糠 f甲3 子富外妊娠 難 謙 羈
伽 dlε肥 魔

L5146 ・

10 ○ 沢 ・鞠 孤71四
’
駐i4綢 縣 30，21 胆都15：8戸輸 2ケ2θ

1
唯
融乳鯨11胆

欝
鋸 5聯 3辮 ’

唖3励 臟 4桝 σ瞠購 嚢腫
．
購 1除術 醗

150 ・

胃 官 ○ 孅 嬲 巉14 λ3ア 職．鼠17鰯 鯆 ll25 轟 端 2脇 聯 躑 嫐 2aOl 雛 蘿 韆齶翻 L355 〃

η Q 　里 、聯脚 L

側 乃6 鴫・憑36．28聯 3鰯  ， 匹21噛〜41．4駐鞴 II45イ7鰐 2僻 子宮筋腫 驢 1．55 叩〃

13 鬮 ○ タ 鯉b3θ，7覊甼2吼75 鰤 2416轍 1％ 縣 3鰯 」 齢

　　4　．
2汚嘸 「

。t隔 ア
・’Fユ
．瑚．師 子宮后屈症

鼡 蹼 ヘル
ー Al  冂匠薦 摘

　
尸
　 切膝術 1．575 ・

得 o 　田 蠍 3吼761』懸繝 6 囃 励 3 」
重z18 ．ヨア鞴 卿 ア鰤 2梁380

卸 227マll・獅 23 子宮筋腫 孺暾 部切麟 f．855 ・

i5 葦 ○ 嚥 12．餌聯 ％，31 1q
ぴ

3匹15 ，6耀 ．“ 12惣 唱 8a23辱黥 硝 脚 32 子宮瑠 隔 ム
1闇 灘 贓 1．8f σo〃

16o 　田 嚇 欄 9聯 餌 ア 蠕恥閥 眦 r　　　L15潮嫌 fヨ57 子莓腹部癌 〃　11 ．886 ・

f7 池 　o 担論16．ヨ1 採 ． 墫 鱇 辮 5紬、
　 　 収

2all繝 4櫨 43耳4 膀 胱 膣癢 嚇雛 鰤 」．5160 ・・

表 　 】x　　 腎 　 摘 　 出　 術 　例

氏 名 手 術 前 手術 直后 衵緬 后 2 時向后 4時圃后 6時腐后 8時胤后 fσ時圃后 ∫2時向后 疾 病 名 ．
1 新 ○ 縣 5幺13

凶
麟 も4刪 q愈　28．岬 　．1弼 飆 Z76醺 ，2σ72轆 2z3δ 腎臓結核

2O 杉 』鰰 λ3lll巽　． 18」 飆 λθ1鰰 α9 細 10．ち
贋

巳・躑 〃・7聯 14・1卿 1ち．3纏 18．ア 〃

3 ○ 中 糶 36・7噛緇 3513贈 儲 聯 働 懸 1占聖 照風 1Z93樫も2繝 聯 3172蜘 35詔 閹

は正常分娩例 に於て ｝ま著明な る變動を示 さず ， 妊娠中毒

症例 に於 て減少の 傾向を 示 した ．正 常勞娩例に 比 しTfi　it
副腎皮質機 能低 下 の 傾向を認 め た ．

　3）　産褥時に於て は ， 正 常分娩 ， 妊娠 中毒症兩者 とも

に 0 は 下降 ， K は上昇．從 つ て Q／K は 速 か に 常態 に 復す

傾 向 を 示 した ．此の 事躑ま物質代謝の 復調， 副腎皮質機

能の 活溌化 を 察知 され る もの と考 え る．

　4） 分 娩 時 出1血量の 平均値 は 0 ！K の 上昇した例に 於て

203cc，下降 した例では 313ccであ る．

　分娩所用時間 に 於 て は0 ！K の 上昇した例
L

ごは 18時間24

分 ，下 降 した 例で｝ま18時聞 39分 で あ つ た．

　尿 比 重 は 表 輒， 表 V に示 した 如 く「ごあつ た ．即 ち正 常

の 分娩徑過 を 取 つ た以 L25例 に 於 け る出血 量 ， 分娩所 用

時間 ． 及び 尿 比重 と 0 ！K とには特有の相關關係を認 め

る こ と は出來な か つ た。

　第2 節　手術時

　 1） 實驗成績 よ り，
OtK 値に っ い て は Index の みと

して では な く， 分子 ， 分母即ち 0 及びK の各k の動 き も

檢討す る 必要が あ る．即 ち 0 及びK の 動 きは ，

　　 0 ↑　 K ↓　 0 ／K 値 ↑

　　 0 ↑　 K ↓　 OII〈値 ↑→↓

　　 0 ↑　 K → 　O ／K 値 ↑

　　 0 → 　 K ↓　 0！K 値 ↑

　　 O → K ↑　01K 値 ↓

　　 0 →

　K → 　0 ！K 値 →

　　 0 ↓　K ↓　 01K値 ↑→ ↓

　　 0 ↓　 K ↑　 01K 値 ↓

　　 0 ↓　 K → 　 01K値 ↓

　 （↑ ：値の 上 昇，↓ ：値の 下降 ，
→ ：値の 不變を意味

す る）

の 9通 りの 場合が 考 え られ るのぜあり． そ の 相羇的な變
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裳 　 x

各 　 　 群 1・ ・ 差 騨 差 i鑷
　

絶

　

中

で

娠

醉

妊

例

麻

工

行

無

人
施

　

群

　

A

　 　 靜 轟 で

B 群 ： 人 工 妊 娠 中紹

　 　 施 行 例

　　 婦人 科 的

C群 ： 開腹 術

　　 施行例
「
lD

群 ：

十 6．83 十 〇．235

一hO ．021十 〇．098

一　5 ．08．　− D，970

↑→ ↓

↓

↑→ ↓

i 嬲
術 i＋ 11・°4 ＋   ・373 ↑→↓

表 　 皿

蔭
B 　

一
群

C　 群

D 　 群

副 騰 ・ ・ 1 戦 刻蝿舞

群　　　 5　　　 0．9］　　 O．2300
　　　　　　　　　　　　　」．7430　 　 　 　 13　 　 　 　 　 　 　 　 1．61
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ．1881　 　 　 　 　 　 　 　 ］．14　 　 　 　 15
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ．0250　 　 　 　 3　　　　 0．98

動とともに 絶對的な 變動 の 形式 を求めな けれ ぱ な らな

い ．

　A ，B ，C ，D 各群 に っ い て ， 0 及 び K の 術前値 と 術直後

値の 差を求め る と表 X に 示 す如 くであ る．

從 つ て 差 の 01K と して Index （D を求 め る と夫々 ，

　A 群 ： 無痲醉人工 中絶例 ：十 29．06

　 B 群 ：痲醉使用人工 中絶例 ：
− O．204

　 C 群 ：婦入科的闕腹施行例 ： 十5。23

　D 群 ：腎摘出術施行 例 ： 十29．59

とな るが，上昇度 （111） と して各群を觀察す る とゼ

群

群

群

群

ABCD 1／1＝ 十〔｝．0344

1tl； − 4．90

11i＝ 十 〇，1912

111＝ 十〇．0337

　 （1！1は 工．0に 近い 程上昇度高 き こ と を 意味 し0．に 近

い 程 不變 ，
一は 下降を 意味す る）

とな り婦人科的開腹術施行例 に 比較的上昇度高 く， 腎摘

出例に最も不變の状態を示 した．

　2）　一方，指數 と して の 01K の 變動をみる と s

表 邏 に 示す 如 くに な り，D 群 は 母 平均 m ＝ 0と した 場合

有意 とな らず ， 從 つ て D 群 の揚 合は 殆ん ど變化な し と云

え る．各群 の 平均値 に っ い て t・檢定 を行い ，モ の 變動

の 大 き さ を比 較す る と

・・〉籌〉・ ・ ・・ ・ ・… ）

とな る．

　從つ て手徳直後の 0 ／K は D 群 の 變化が 極め て 少な く，

C 群の 場合 に 最も上 昇度 が 高い ．即 ち こ の こ とは前記の

各係數の 絶 封値的取扱い の ltlの 動向と略 ζ等しい 結果

を得た．B 群 の 場合は 分 散が 極 め て 大 きい の で ， 精細 な

結論を導 くた め に は 尚檢討 を要す る もの が あ る と考え ら

れ る．

　3） 術後の 時間的纒過 に よ る 01K の 變動は個入差著 し

く，こ の 變動 曲 線 に つ い て は 理 論式をあて はめ 得な い

が，大體の 傾向として一
定時間後に 上 昇の 傾向が 認め ら

前、た．

　4） 以 上の 結果 よ り01K の 變動を考察す る に ， 乎術的

侵襲の 影響
．
大な る もの を思わせ るが ， 手術的侵襲直後に

01K 値は
一様に は 上 昇 を認 め 得な か つ た ．開腹とい う生

命保持に 重大な る危險 を もた らす大な る侵襲を加えた 場

合，OIKfi の 上昇傾向が 比 較的薯明であ る こ とは 容易 に

想像され る とこ ろ で あ る が ， 腎臓結核に て 腎摘出術 を施

行 した症例の 01K 値 が 最も變動 を示 さ な か っ た 事實は ，

生 體機能の 虚脱状態を 察知せ ら れ る。

　手術的侵襲と 01K 値 との 關係は 密接 な る もの が あ る

が ，
OiK の 相樹値 と絶羯値との 檢討 に は 尚今 後 の 檢討を

必要とす る と思 わ れ る，

　　　　　　　　第 6章　結　論

　 1） 妊娠各 月 の 0！K は 正常値 を示 し ・ 特有 の

變動 を認 めなか つ た ．o ， K の 兩者は 妊娠 月數 の

進む に つ れて 直線的に 稍 it低値 を示 した・

　2） 分娩時 に於け る 0！K は 正常分娩，妊娠中

毒症例 ともに上昇高値 を示 した，特に 0 の増加が

薯 明で あ り，物質代謝 の低下 の 事實を示 し た ．K

の 低下 を示 した の は 妊娠 中毒症例 に の み で あ り，

正 常例に比 し物質代謝 ， 副腎皮質機能低下 の 度合

が稍 ヒ薯 しきも の と推定 され る．

　3） 産褥時に 於い て は 正常例，妊娠中毒症 例 と

も に 0 ，0／K は 速 か に下降 ，常態 に復 して お り・

K は著明 に高値 を示 した． 師ち物質代謝，副腎皮

質機能亢進 を示 す もの で あ り， 生體の 疲勞陝復機

轉 の 活 發化 を察 知 され る ．

　 4） 手 術的 侵襲が O ！K に 及ぼ す影響は大 な る

もの で あるが ， 手 術的侵襲直後に 0 ！K 値 は 一
樣

に は上昇高値 を示 さなか つ た ．

　 5） 手 術的侵襲直後に は 0 ！K が上昇 を示 さな

か っ た症例に 於て も， その後の 時間的經過 ととも
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に 上 昇 の 傾 向を示 した ．

　6） 尿 Vakat −0 （o）沃度酸値係 數自身 の 問題 と

して ，從來 相對的 な取扱 の み で あっ た が ，分子 ，

分母 師ち0 及び K ゐ犂對値 的變動 も當然考慮 され

る べ きで あつ て ，相 對的 變動 師ち 0！K の 變動 が

薯明 で あ っ て も， 0 の 變動か K の 變動 か に よっ

て ， そ の 本質 は 當然異 っ て くる筈で ある．

　01K 値が
一

時 的に 上昇 ， 下降の傾 向があ つ た と

して も，そ の 本態 を直接結論づ ける事は か な り危

險 で あ つ て ， そ の 點 今後 の 檢討 を必要 とする もの

で あろ う．

　本論 文 要 旨 は 第 12囘 及 び 第 ］3囘 日蓙 婦 關東 連 合 地 方 部
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